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研究課題 
特定都市再生緊急整備地域の駅建物およびその周辺環境の 
複合形式からみた東京の景観的な連続性と推移実態 

本研究は，現在，戦後日本においても特筆すべき変貌期にある東京のうち，2012 年に特定都市

再生緊急整備地域にある駅建物およびその周辺を資料対象として，建物立面と視点となる場所に

より規定される状景の複合形式について検討することから，漸次的な更新がなされ複雑な様相を

呈する都市空間の共時的・通時的な特徴を捉え，輻輳化・複合化の進行による東京の景観的な特

性及び建物内外の連続性の形成メカニズムの一端を解明することを目的とする。 

その結果、特定都市再生緊急整備地域において状景の複雑化が見られること，現在も進行中で

ある再開発エリアにおいて駅建物の大型化による建物立面の単純化や駅建物群と周辺の既存の

建物群とが対比する状景の新しい類型の形成が伺えること，建物立面の重層が多い駅前広場が多

く憩いの場として新しく整備された駅前広場が視点場となり建物立面や広告により形成される

都市空間の重層性が顕在化している傾向があることという2022年時点の遷移実態を確認できた。 

 
 

１．研究の目的             （注）必要なページ数をご使用ください。 

2002年都市再生特別措置法の制定以降，2012年には日本の主要都市に特定都市再生緊急整備地

域が指定され，各地域における中心市街地の再開発が進んでいる．特に東京の都心部主要駅及び

その周辺は，再開発の重要な拠点となっており，戦後日本においても特筆すべき変貌期に直面し

ている． 

申請者らはこれまで， 「駅及びその周辺環境」を東京の都市的な状況が凝縮して表出する分析

対象と位置づけることで，様々な都市環境が混在する東京の諸相に関する効率的かつ網羅的な把

握を試みてきた。これらは，同一の資料群に対して継続的に研究することで，重要都市基盤施設

とその周辺の再開発の実態に関する資料の蓄積を可能にし、その学術的な活用は現代都市の景観

構造把握のための敷衍可能な枠組みの構築に寄与することを目指して行われてきたものである。 

そこで本研究は，これまで個別に明らかにした駅建物の立面並びにその視点となる場所により

形成される東京の空間特性を景観的な観点から統合して調査と分析を行い，東京の特定都市再生

緊急整備地域並びに都市再生緊急整備地域における典型的な状景について類型学的に明らかに

するとともに，その主要な視点場と言える駅前広場における景観について建物立面の重層と性質

から分析することで，その構成的な特徴と特定都市再生緊急整備地域指定後における遷移実態の

一端を明らかにすることを目的とする。 
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２．研究の経過             （注）必要なページ数をご使用ください。 

2-1. 調査の対象 

本研究では，東京において都市再生緊急整備地

域の指定された 2012 年時点における都心部主要

駅に関する資料として，申請者の既往研究（「駅お

よびその周辺環境における建物立面の複合形式

からみた都市空間の表層性」日本建築学会計画系

論文集第 76 巻 670号 pp.2299-2306, 2011 年 12

月，「駅建物およびその周辺環境における領域の複

合形式からみた都市空間の積層性」日本建築学会

計画系論文集第 78 巻 694 号 pp.2499-2506, 2013

年 12月，ならびに「駅建物の通過空間における分

節形式からみた都市空間との連続性」日本建築学

会計画系論文集第 86 巻 779 号 pp.325-334, 2021

年 1月）での調査結果を用いた．本研究では，これ

まで個別に明らかにした東京の空間特性を景観的な観

点から統合して調査と分析を進める（写真）。 

そこで調査対象とされた 55 駅のうち，2022 年

時点において東京都内にある特定都市再生緊急整備地域 6地域（東京都心・臨海，品川・田町駅

周辺，渋谷駅周辺，新宿駅周辺，池袋駅周辺，横浜都心・臨海）に属する 10 駅と、都市再生緊

急整備地域 2地域（秋葉原・神田，大崎駅周辺）に属する 4駅との計 14駅を本研究の調査対象

とし，既往研究の調査結果の再分析ならびに 2022 年時点での景観実態に関する再調査を行った。

なお，2022 年の再調査においては，上記の 14駅に加えて，東京 23 区内の JR 山手線ならびにそ

の圏内の中央・総武線のうち駅前広場を有する駅を補足調査し，結果を相対的に考察するための

資料とした（表１）。 

2-2. 研究の方法 

本研究は，まず都心部主要の駅建物及びその周辺環

境における状景を構成する建物立面と視点となる場所に

ついて隣接する要素同士との類似と相違による分節と統

合を検討することから状景の複合の形式を位置づけ状

景の類型を抽出し（図１）、それらの相互比較を行う。そし

て，状景の主要な視点場である駅前広場の 360°景観

に着目し，その構成的な特徴と特定都市再生緊急整備

地域が指定された 2012 年以降の遷移実態を検証する

で、変動の激しい東京における持続可能な都市化を促

進するための景観論的な特性の一端を解明する。 

具体的に状景に関する類型の抽出については，駅建

物の通過空間の端部に面する駅前広場などの外部空間について，その通過空間を有する駅建物の立面と

それに隣接する建物立面との連続性を，建物立面の外形スケール及び分節スケールに着目して分析により

写真 東京を代表する景観（2012年 JR 渋谷駅ハチ公口付近） 



行う。また，広場景観に関する分析については，それを

構成する建物立面の重層の形式と開講や広告面によ

る性質について周辺の要素も含めた構成的な特徴を

検討した上で，特定都市再生緊急整備地域ならび

に都市再生緊急整備地域に指定された地域の遷

移実態について，地域外の駅前広場の構成的な特

徴も踏まえて比較考察する（図２）。 

 

 

 

 

  
 

３．研究の成果             （注）必要なページ数をご使用ください。 

3-1.都心部主要駅及びその周辺環境の状景 

3-1-1.状景の類型の抽出とその特徴 

 資料対象とした駅について，2012年における既往研究の資料データの再分析を行った。それらの

うち，通過空間の出入口を有する駅建物について、建物立面の連続、通過空間の連続、視点となる

構成面の断面構成を合わせて検討することから、東京における典型的な状景タイプを抽出した。こ

こでは、ひとつの建物立面を単位とした状景タイプとして抽出することで、資料対象とした駅周辺

に限らず東京の至る所で見出しうる典型的な状景として位置づける。 

 まず、建物立面の連続については、既往研究において駅建物の立面は、分割スケールの連続に偶

発的に外形スケールの連続が重なることで強弱のある連続性を形成し、他の建物立面とも連続する

傾向にあると位置づけられたことから、通過空間の出入口を有する駅建物の立面について分割スケ

ールの連続の有無とその連続する建物の種類が駅建物であるかその他の建物であるかに着目して検

討した（表2 縦軸左から１列目ならびに横軸左から３列目）。 

次に，通過空間の連続については，通過空間が建物立面の地上レベルにおける主要な開口のひと

つであることから，端部における壁面の性質のうちファサードの連続により通過空間に内部への連

続することで建物立面に奥行き方向の連続性を形成すると考え，通過空間の端部のファサードの連

続とその端部における基調連続の接続の有無に着目して検討した（表2 縦軸左から２列目ならびに

横軸左から５列目と６列目）。 

 そして、視点となる構成面の断面構成については，上方に構成面がなく分割場が建物立面の地と

なるもの（下方・同一・なし）と、上方に構成面があり建物立面と共に立ち現れるもの（上方・上

下）とによる大別と，視点となる分割場における他の構成面の集積が３つ以上あるか否かから検討

した。加えて，構成面の複合のパタンについて、並列的な複合がなく連続的なイ、ロと、並列的な

複合があり断片的なハ、二とに大別して検討した（表2 縦軸左から３列目ならびに横軸左から７列

目と８列目と９列目）。 

 以上の検討を踏まえ、建物立面により形成される特性と場所により形成される状景の構成的な特

徴の組合せを示したものが表2である。そして、ここでみられた組合せのうち、該当する資料が２つ

図 2 広場景観の分析例（2022年五反田駅 東口） 



以上見られた１０の組合せを状景タイプとして抽出することができた。 

 これらについて，特定都市再生緊急整備地域であるか都市再生緊急整備地域であるかの数的な

傾向を検討すると，複雑なもの（状景タイプ⑤，状景タイプ⑥，状景タイプ⑦，状景タイプ⑩）の

大半は特定都市再生緊急整備地域でのみ成立するものであること，都市再生緊急整備地域で見られ

るものはそれのみで成立する状景タイプ④を含め，比較的に単純なもの（状景タイプ①，状景タイ

プ②，状景タイプ③，状景タイプ⑧）に多いことがわかった。 

 

 

3-1-2.状景の類型の相互比較 

 次に、前項で抽出した状景タイプの性格を相互に比較検討することから、立面により形成される

空間特性（表層性、付帯性）と場所により形成される空間特性（積層性）との相互関係について検

討し、東京の都市空間において状景が複雑化するメカニズムを考察する。 

まず、最も単純な状景タイプである【自律】を基準に、各特性が典型的に現れた状景タイプである

【積層】、【貫入】、【連続】を位置づけ、それらの複合としてさらに複雑なものを位置づけた。

また図では、各状景タイプを視点となる分割場のある構成面が連続的であるか断片的であるかで大

別し、さらに建物立面の連続と場所の連続との増幅関係も合わせて記した。 

 これより、付帯性と積層性のみで複合する状景タイプはみられず、東京の都市空間において、建

物立面の連続による表層性を介することで、それらの特性が複合し、立体的に構成された領域と建

表 2 状景タイプ 



物の内部空間とに連続性が形成されることが分かった。 

また、立面の連続と場所の連続との増幅

関係から、連続立面に沿って場所も連続

し、連続立面方向に表面的な連続が増幅さ

れるものと、通過空間が周囲と断面構成の

異なる局所的な場所と連続し、建物立面の

奥行き方向に空間的な連続が増幅されるも

のという、立面と場所とによる状景の複合

の２つの形式を見出した。 

これらについて，特定都市再生緊急整備

地域ならびに都市再生緊急整備地域に含ま

れない駅建物及びその周辺環境の事例と比

較すると，原則的には全ての類型が他の駅

でも確認することができた。そして，その

他の駅では比較的に単純な類型が大半を占

めたことから，都市再生緊急整備地域に指

定されたところで状景の複雑化が見られる

ことがわかった。一方で，渋谷駅など特定

都市再生緊急整備地域にある駅建物は大規

模な再開発が進行中であり，駅建物の大型

化による建物立面の単純化や周辺環境から

の不連続が既に一部確認できており，駅建

物群と周辺の既存の建物群とが対比する状

景の新しい類型の形成が伺える。 

 

 

3-2. 都心部主要駅の広場景観における建物立面の重層と性質 

3-2-1.駅前広場の内部要素と分析単位の設定 

 まず，駅前広場を構成し，その役割や性格を示す内部要素について整理した。内部要素はその形状か

ら平面的なものと立体的なものに大別でき，その用途は交通的なものと公園的なものとに整理するこ

とができた。これより，ロータリーやバス乗降場などの平面的で交通的なものが多くみられることが

確認できた。次に，駅前広場の中心付近からみえる360度ひとつながりの景観（以下，広場景観）につ

いて，建物立面の重層を捉えるための分析単位を抽出する(図２)。ここでは実際の見え方と地図から，

建物立面が正対して並んでいるものをパノラマ,建物立面が道路沿いに奥に広がるもの又は角地のも

のをヴィスタとして分け，最前面で重なる立面の要素の変化するところでも分割したものを分析単位

とし，立面ユニットと定義する。 

 

3-2-2.建物立面の重層と性質 

 広場景観を構成する立面の種類を，建物立面とその手前に重なる高架および樹林とに分け，立面ユ

図 3 状景タイプの相互関係 



ニットごとに整理した。建物立面は，最前面にみえる直接立面と，その上部にみえる間接立面とに

分けた。間接立面は，高低差によるものと空地によるものとがみられた。そして，建物立面の隣接

関係による重層パタンを，間接立面の有無と高架と樹林の有無とから整理した。まず，建物立面の

みのパノラマの立面ユニットでは，間接立面なしをパタンA，間接立面ありはその数が単数のパタン

Bと複数のCとに整理し，ヴィスタの立面ユニットも同様に間接立面なしをパタンD，間接立面ありは

その数によりパタンEとパタンFに整理した。高架または樹林ありの立面ユニットは，高架あり(h)，

樹林のみ(t)で整理し，建物立面がなく樹林のみのものはパタンTとした。以上で得られた18パタン

について数的な傾向を検討した結果，パノラマで建物立面の重層がないパタンA，ヴィスタで建物立

面の重層が単数のパタンEが多くみられた。 

次に，重層する建物立面は，その意匠が類似することによって立面の連続性が強調されることが

あることから，ここではこれを強調連続と呼び，この性質を捉えるために建物立面の開口形式と建

物立面に付加する広告面に着目した。開口形式による類似は，建物立面の意匠が異なる場合に分割

した面を開口なし，小開口，大開口，凹凸の4つで整理して検討し，小開口によるものが多くみられ

た。広告面の類似では，その位置と種類から上部，袖看板，面内の3種類で整理し，上部の広告面に

よるものが多くみられた。 

 

3-2-3. 建物立面の重層と性質からみた広場景観の構成的な特徴 

 各駅前広場における重層パタンの組合せと強調連続の有無，及び内部要素の種類から広場景観につ

いて検討する(図４)。まず，重層パタンの組合せ（図2中横軸）は，重層が顕著である重層パタンCあ

るいは重層パタンFを含むか否かで大別した上で，重層パタンBあるいは重層パタンEを含むか否か，

含む場合は重層パタンAならびに重層パタンDとの割合で整理することで，建物立面の重層が少ないも

のと，多いものとに大別した。強調連続の有無（図2中縦軸）は，強調連続ありを開口の類似と広告の

類似，及びその両方の3つに整理した。 

これより，建物立面の重層が少ないものでは，広告面の強調連続が多くみられることが分かる。ま

た，建物立面の重層が多いものでは，重層パタンAあるいは重層パタンDより重層パタンBあるいは重

層パタンEが多いものでは広告面の強調連続を副ものが多くみられる一方で，重層パタンCあるいは重

層パタンFありでは強調連続がないものがなく開口形式の強調連続を含むものが多くみられた。さら

に，駅前広場の内部要素に着目すると，公園的な性格をもつ駅前広場は重層パタンCあるいは重層パ

タンFもしくは重層パタンBあるいは重層パタンEを多く含むことがわかった。このことから，建物立

面の重層が多い駅前広場では，広告面に加えて開口形式の類似による連続性の強調がみられる傾向が

あり，なかでも高さの異なる建物立面が重層する重層パタンCあるいは重層パタンFを含む駅前広場に

おいてその傾向が顕著であることがわかった。また，建物立面の重層が多い広場では，公園的な内部

要素がみられるものが多い傾向がみられることがわかった。 

 

3-2-4.広場景観における特定都市再生緊急整備地域ならびに都市再生緊急整備地域の遷移実態 

 都市再生緊急整備地域の指定の有無を考慮して経年比較を行った結果，特定都市再生緊急整備地

域において，建物立面の重層が多い駅前広場が多く，駅前広場の内部要素が公園的なものが多いこ

とが分かった。これと前項での結果を合わせて考察すると，憩いの場として新しく整備された駅前

広場が視点場となり，建物立面や広告により形成される都市空間の重層性が顕在化している傾向を



指摘できる。以上より，都心部主要駅の広場景観を検討した結果，建物立面の重層が多重にみられ

る駅前広場ほど壁面の性質による連続が輻輳化する傾向にあり，その複雑かつ顕著な様相が近年新

しく公園的に整備された駅前広場において顕在化している傾向があることがわかった。 

 

 

  
 

４．今後の課題             （注）必要なページ数をご使用ください。 

本研究の駅建物およびその周辺環境の複合形式に関する検討において，研究期間中に工事など

により状景に関する調査の環境や対象に不安定な状況があったことから，それらを克服する調

査方法や資料の選定，ならびに各地域における大規模開発が完了した際の再調査などを行い今

回の調査の成果を有効に活用したい。また，状景と広場景観の相互関係に関する検討が不十分

なため，それらに関する分析を継続することも必要である。加えて，本研究の題材である特定

都市再生緊急整備地域では，駅周辺以外でも多数の再開発プロジェクトが進行しており，そう

した事例における構成的な特徴についても研究を展開することで，今後も都市開発制度と都市

の実態の関係性に関する知見を蓄積していきたい。 
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